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    44 

の

の ・

実工学の理念にもとづく工学教育と先進的研究により、新たな価値

創造と科学技術の発展に寄与する

学 理

「工学にお る実学を 、 を ることなく、 を ることなく、

に 上にとど ることなく、 に 用な教 研究を推進 会に 献する」

の ・ く

確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける

実践的技術創造人材

の ・ く 目

実体験的学習と、これを裏付ける理論習得を反復することにより、

工学を融合的に学び、社会において応用・実践することのできる

専門力を身につける

特色ある教育プログラム、課題に取り組む学び、社会との交流・

連携を通じ、人々の幸福のために自ら考え行動することのできる

人間力を身につける

の

１ 現 会に に立 ことを に学 学

２ の に ることによ 学 学

３ 自ら することによ 学 学

４ 理 を現 する に学 学

５ 感となる 継続 学 学



の

本学 ここに、工学 本来持 実学の を 、

学の の 本に「実工学の理 」を 、

この理 の とに、人 を 成 、研究を推進 、

その 会 使 を 行くことを 明する

「実工学の理 」と 、 の る

（ ） を ることなく を ることなく、 実 と理 を

することによ 、 に 用な工学教 と の研究 発を行

、 会に 献する

（ ） に 上の にとど ることなく、 の行わ る現 を に置

き、現実の に 、 現実 会に実現 ることを と 、

教 ・研究を行

こ を す

「工学にお る実学を 、 を ることなく、 を ることなく、

に 上にとど ることなく、 に 用な教 研究を推進 会に 献する」

となる

実工学と 、 なく工学にお る実学 を する の る 理学と

の を る なく、工学と 、実 の 会に 在 、人 の に機 する

にお の る の 、教 研究 、 にそのことを と 行わ

な ならな

工学教 にお 、 実 とそ を る理 理 の修 、 の の

くど ら くこと 出来な 学生の 修 と理 の理 を、 機 か

に び る の、そ 実工学の理 、 らに、大学の す き使

る研究及び 会 献にお 、実工学の理 明 な 向 を る の る

、教学運 ・ 運 にお 、実工学の理 活か な ならな

教 の 成、教学運 、研究の推進 らに 施設設備の充実等 、 にわ

る大学の諸活動を通 する 、そ 「実工学の理 」 る



学

学 学  

日本工業大学学

（ １ ）

日本工業大学 、学 の と 、広く を るとと に、 く の学 を教 研究 、 、

及び 用 を 、 会の発 に寄 することを とする

（ ６ 学部の ）

工学部 本大学の 学の 及び理 に 、 続 な 工学分 の 学 の理 と実 を教

研究するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 することを

とする

２ 進工学部 本大学の 学の 及び理 に 、 進 な分 の 学 の理 と実 を教 研究

するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 することを

とする

３ 学部 本大学の 学の 及び理 に 、 及び生活 分 の 学 の理 と実 を教

研究するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 するこ

とを とする

学 デ ポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「実工学の学び」を せ、持続 な 会に 献する「

かな と かな人間 を 、 会の発 に 献 続 る実 人 」を 成 す 本学 、

の 業 を すこと 、 の ・ を に 者に 、学 （学 （工学））を す

・

 工学の な を修 、 せること きる

 な 工学 を きる

 に進 発 を続 る に生 にわ きる

実

 な実験実習等 体 と を生か 、現 および発 案 きる

かな人間 と 会

 自発 、自 に学 を 、理 と実 から 理 に物 を ること きる

 自らの を説明 、他者 会に伝 すること きる

学 ポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「 かな と かな人間 を 、 会の発 に 献

続 る実 人 」を 成 す その 、教 、学 の「 教 」と 学 な「

通教 」を 機 に せ な キュ ムを す

・

日本工業大学 成する人 、 する学 分 の 及び学 等を ることから、

「 ・ 」に 学部・学 に教 の 成 （ キュ ム シー）を 、その

の に「 教 」を 置 す



実

者と の と工学の実 を に る 、 と理 を並行 学 「デュア システム」を

用 、 と実験・実習・ 習 を 次から学 とに体 に 成 す

かな人間 と 会

学 な「 通教 」 、 に 者と な教 理 、自立 個人と 将来にわ 学

び続 る学習 及び自らの を他者に伝 ること きる ミュニ ーシ ン の を

お 、「教 」「 」「理数 」「 」「 会 ・ 理 」の 分にお

体 に 成 す 、 ミ・ 業研究を 置 、こ らの教 ・ ・ を実 に す

学 ッ ンポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「 かな と かな人間 を 、 会の発 に 献

続 る実 人 」を 成 す

その 、その をなす に る と を 人を広く求 す

日本工業大学 求 る人物

 工学に 関 を 、そ を学 を する人

 工学を学 の を備 、そ を活用する の を備 る人

 体 に 会と係わ 、よ 人生を と 持 を る人

別 選 抜

本学 する学生 にお ーダー 在にな る人を選抜 す 工学を学 の ・ 、

・ 断 ・ 現 、および 体 を 学 に 合 に る入 す 学業成 、

資格・検 験の 、 合 な学習・ 求、 研究 の成 、その他の活動の記録および によ

す

通テスト利用

工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 備わ るかを る入 す 数学、 、

理 、 にお る大学入学 通テストの 数を す 、調査書 の に す

選 抜

工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 備わ るかを る入 す 数学、理 、

の 記 験を行 、その 数を す 、調査書 の に す 選抜 外部 験利

用 、 の 記 験に 、 外部 験の を す

３ 入

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

に 合 に る入 す 学業成 、その他の活動の記録、 文および によ す

学 推 選抜（ ）（ 募 ）   

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

に 合 に る入 す 等学 等を 業する生 、学業成 、その他の活動の記録お

よび によ す この入 、 学 を する の ・ を行 す

合 選 抜  

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

を る入 す 望理 書、数学・ の 記 験 レ ート、 作 等、調査書および

・プレ ンテーシ ン等によ す



学 学

学 課 課  

日本工業大学大学 学

（ １ ）

日本工業大学大学 、学 の理 及び 用を教 ・研究 、その をきわ 、 の

求 ら る職業を担 の 学 及び を 、文 の進 に寄 することを とす

る

（ ５ 研究 の ）

工学研究 、工学に関する な学 を究 、 会に る実工学 研究をすす 、

会に寄 することを とする

２ 工学研究 、広 に立 工学にお る 進 か 実 な学 および を

、 と研究 を する 職業人を 成することを とする

３ 工学研究 後 、工学の 分 にお か 実 な研究 発 を持 、自

立 研究を行 こと きる研究者、 工業 の進 に寄 る実 研究 発 を持

に な 職業人を 成することを とする

学 課 デ ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、 の修 を すこと 記の と資 を備

のと 、修 （工学）を す

・ 会にお 活用 きる実 な を に 、 広 から 発 ・ に な ること きる

・ 分 の と に き、 を 出する な調査・研究・ 発等を 行 きる

人間

・ 者・研究者と 理 を持 、 に 、自 ・持続 に行動すること きる

・自らの を 理 に説明 、 を 他者の を理 、 を ること きる

学 課 ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、こ から する 会にお 、 続 る 学

に きるよ 、 実な の上 に 、 を 出 きる 者を 成する の教

を用 す

次に 、 に 置 選 の他に、 修 と の に合わせ 、 体 に学修

を進 る「 習 」を 置 す 習 、 ミュニ ーシ ン 、 、プレ ンテ

ーシ ン 、 理 などを す

次にお 、そ に修 ・ を生か 、 体 に研究・ 発を進 、設 を 成

、修 文 修 設計を 成 せ す

学 課 ッ ンポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、「実工学」の理 の と、 体 に研究・ 発計画を立案 、

推進 きる と を する人物を求 す 研究・ 発を進 る に な工学の を修 、

理 を を 成する に継続 きる ・ を す



学 課 デ ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 、自立 研究活動 行 、 な 研究の企画、 行、成

の発 等 行 る とその となる学 、 等を に ることを学 の と す

と 、 の 間在学 、教 と研究の に 研究を行 、 の を修 、 行

文の 査及び 験に合格 、 を修 すること 学 の す

学 課 ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 、 か 実 な研究 発 を持 、自立 研究を

行 こと きる研究者、 る 実 研究 発 を持 な 職業人を 成することを

と す その 、 後 、 発 ならびに関 分 を する

を活か な ら、自らの研究テーマの学 な を明 にするとと に、 な からテーマを く

、 文を と ることを と す

学 課 ッ ンポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 に 、 の 業界を担 、研究者・ 発 者を 成する大

きな 、入学希望者に その資 を求 す 体 に 、修 文の内 、 を するとと

に、学会等外部 の発 成 と 断 料とな す
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